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Ⅰ.ご挨拶 

役職  氏名 業務担当範囲 

取締役社長 佐藤  基行 

常務取締役 佐藤  弘志 経理部・経営企画部・海外部担当 

取    締    役 髙島  正之 

取    締    役 菱川    明 

取    締    役 関根  博士 鋼材事業部長 

取    締    役 天野    裕 ばね事業部長、部品事業担当 

取    締    役 高山    淳 素形材事業部長、技術管理部担当 

取    締    役 飯塚  康彦 総務人事部長、資材部担当 

常勤監査役 與良  俊明 

常勤監査役 早坂  善広 

監    査    役 関根修一郎 公認会計士 

監    査    役 中川  徹也 弁護士 

フェロー社員 山尾   明 部品事業部長 

フェロー社員 花村 輝久 経営企画部長 

フェロー社員 桑原   剛 鋼材事業部副事業部長兼営業部長 

役員体制 

※ 

※ 

※ 

※ 

※☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

※社外役員 
☆新任 
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Ⅱ.2016年３月期第２四半期実績 

Ⅰ.ご挨拶 

Ⅱ.2016年３月期 第２四半期実績 

Ⅲ.2016年３月期 通期業績予想 

Ⅳ. 2016年３月期の取り組み 

Ⅴ.参考資料 
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（億円） 

サマリー 

14/3期  15/3期 16/3期 

第２四半期 通期 第２四半期 通期 第２四半期 
前年 

同期差 

売 上 高 539 1,116 591 1,187 540 △51 

営 業 利 益 22 47 23 49 17 △6 

経 常 利 益 28 59 27 58 15 △12 

親会社株主に帰
属 す る 四 半 期
（ 当 期 ） 純 利 益 

21 34 16 35 6 △10 

建設機械の生産減少の影響を受け、減収・減益となった 

為替と持分法投資損益の影響もあって、経常利益の減益が大きい 

Ⅱ.2016年３月期第２四半期実績 
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（億円） 

セグメント別売上高・営業利益 

15/3期 16/3期 

第２四半期 第２四半期 前年同期差 

特 殊 鋼 

鋼 材 

売 上 高 257 219 △38 

営業利益 11 6 △5 

ば ね 
売 上 高 243 239 △4 

営業利益 7 5 △2 

素 形 材 
売 上 高 51 44 △7 

営業利益 2 0 △2 

機 器 

装 置 

売 上 高 49 45 △4 

営業利益 2 5 3 

連 結 調 整 

そ の 他 

売 上 高 △8 △6 2 

営業利益 0 1 1 

合 計 
売 上 高 591 540 △51 

営業利益 23 17 △6 

Ⅱ.2016年３月期第２四半期実績 

 特殊鋼鋼材 

   ・売上高は主要顧客である建設機械業界の 

   低迷の影響を大きく受けた 

   ・原料価格の低下等があったが、 売価も下が 

    り利益は半減 

    

 ばね  

   ・アジア地域での拡販はあったが、国内建設 

   機械の需要減と軽自動車税引き上げの影響 

   で微減収 

   ・利益も国内が厳しく減益 

 素形材 

   ・建設機械向け鋳鋼品、精密鋳造品、特殊溶 

    解材の売上減により減収 

   ・コスト改善に努め、黒字は確保 

    

 

 

 

 機器装置  

   ・鉄構品の売上減が響き減収 

   ・コスト改善と円安メリットが相まって 

    利益は倍増 

 

    

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 
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Ⅱ.2016年３月期第２四半期実績 
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Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 

Ⅰ.ご挨拶 

Ⅱ.2016年３月期 第２四半期実績 

Ⅲ.2016年３月期 通期業績予想 

Ⅳ. 2016年３月期の取り組み 

Ⅴ.参考資料 
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（億円） 

Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 通期業績予想 

14/3期 15/3期 16/3期 

実績 

 

実績 

(A) 

前回予想 

(B) 

前期差 

(B)-(A) 

今回予想 

(C) 

前期差 

(C)-(A) 

売 上 高 1,116 1,187 1,150 △37 1,090 △97 

営 業 利 益 47 49 52 3 38 △11 

経 常 利 益 59 58 48 △10 31 △27 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 34 35 30 △5 32 △3 

 下期も建設機械業界の回復は期待できず、通期売上げは前期比100億円近く減少する見込み 

 減益額の大きい営業外損益については、詳細後述する 

 ただし、子会社財務リストラによる税務メリットなど享受して、純利益は30億円台をキープする予定 
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（億円） 

セグメント別業績予想 

15/3期 16/3期 

実績 予想 前期差 

特 殊 鋼 

鋼 材 

売 上 高 505 416 △89 

営 業 利 益 26 7 △19 

ば ね 
売 上 高 501 495 △6 

営 業 利 益 10 15 5 

素 形 材 
売 上 高 104 95 △9 

営 業 利 益 5 4 △1 

機 器 

装 置 

売 上 高 93 102 9 

営 業 利 益 6 11 5 

連 結 調 整 

そ の 他 

売 上 高 △16 △18 △2 

営 業 利 益 2 1 △1 

合 計 
売 上 高 1,187 1,090 △97 

営 業 利 益 49 38 △11 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 
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 建設機械の需要低迷は下期も続き、厳しい状況に変わりはない 

 コスト改善に努めるが、売価の低下もあって大幅減益は避けられない見通し 

セグメント別業績予想（特殊鋼鋼材事業） 

（億円） （億円） 営業利益の変化要因 

Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 

売上 
416 

売上 
505 

15/3期  16/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 505 416 △89 

営業利益 26 7 △19 

営業 

利益率 5.1% 1.7% △3.4% 

15/3期 
実績 

16/3期 
予想 
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15 

16/3期 
予想 

15/3期 
実績 

セグメント別業績予想（ばね事業） 

 国内及び中国での需要低迷により、通期でも売上げは前期に届かないと見ている 

 ただし、コスト改善に加え、北米における一過性コストの解消もあって収益は増加する見込み 

営業利益の変化要因 （億円） （億円） 

Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 

売上 
501 

売上 
495 

15/3期  16/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 501 495 △6 

営業利益 10 15 +5 

営業 

利益率 2.0% 3.0% +1.0% 
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セグメント別業績予想（素形材事業） 

 建設機械向け鋳鋼品の需要低迷等により減収予想 

 上期同様コスト改善に努め、営業利益は前期実績に近づける見込み 

営業利益の変化要因 

15/3期  16/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 104 95 △9 

営業利益 5 4 △1 

営業 

利益率 4.8% 4.2% △0.6% 

（億円） （億円） 

Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 

15/3期 
実績 

16/3期 
予想 

売上 
104 

売上 
95 
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セグメント別業績予想（機器装置事業） 

 下期は電力機器、鍛圧機械の売上げが伸び、通期では増収を確保できる見込み 

 上期同様為替メリットもあり、大幅増益を予想する 

営業利益の変化要因 

15/3期  16/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 93 102 +9 

営業利益 6 11 +5 

営業 

利益率 6.5% 10.8% +4.3% 

（億円） （億円） 

Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 

15/3期 
実績 

16/3期 
予想 

売上 
93 

売上 
102 
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Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 通期業績予想（経常利益影響） 

14/3期 15/3期 16/3期 

実績 実績(A) 予想(B) 
前期差 

(B)-(A) 

営業利益 47 49  38  △11  

営業外損益 12 9 △7 △16 

   

   
   

為替損益 10 9 0 △9 

持分法投資損益 0 △2 △8 △6 

その他 2 2 1 △1 

経常利益  59  58 31 △27 

 円安傾向の一巡により、今期は営業外為替差益が期待できない状況 
 米国子会社財務リストラ実行（後述）により、米ドル建債権が大幅に削減できるため今後の 
  為替変動リスクは激減する 

（億円） 

為替差損益 10 9 0 △9 

米ドル建純債権額※  (百万㌦) 67 50 14 △36 

期末為替ﾚｰﾄ     （円/米㌦） 102 120 120 0 

 通期でも為替差益が見込めない上、持分法投資損失がさらに膨らみ営業外損益は大幅減益の
見通し 

※米国子会社を除く 
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Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 通期業績予想（経常利益影響） 

14/3期 15/3期 16/3期 

実績 実績(A) 予想(B) 
前期差 

(B)-(A) 

持分法投資損益 0 △2 △8 △6 

   

JATIM社関連 0 △2 △8 △6 

事業損益 0 △1 △3 △2 

のれん償却 0 △1 △2 △1 

米ドル建借入金為替差損 0 0 △1 △1 

在庫評価減（スクラップ安に伴う） 0 0 △2 △2 

その他 0 △0 △0 △0 

 前期新規進出したインドネシアでの鋼材事業合弁会社（JATIM社）の創業赤字が反映され、持分法
投資損益は悪化した 

 ただし、現地事業の進捗状況はほぼ当初計画通りであり、2018年３月期には黒字化する予定 

（億円） 
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Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 通期業績予想（親会社株主に帰属する当期純利益影響） 

 業績改善著しい米国子会社宛デット・エクイティ・スワップ（DES）42.5百万USドル実行を予定 
  これに伴い、親会社は多額の税金費用が低減する（16億円） 
 中長期的に保有する経済合理性の乏しい政策保有株式の売却により、特別利益計上を見込む 

14/3期 15/3期 16/3期 

実績 実績(A) 予想（B） 
前期差 

（B）-（A） 

経常利益 59 58 31 △27 

    

    

    

特別利益 1 0 3 3 

税金費用 △26 △21 △1 20 

その他 0 △2 △1 1 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 
34 35 32 △3 

（億円） 
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Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 通期業績予想（親会社株主に帰属する当期純利益影響） 

貸付金を出資に切替える 
親会社 

US 
子会社 

（億円） 
US子会社業績 

15/3期は一時的悪化要因を除く 

DESとは… 
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経常損益（右目盛） 売上高（左目盛） 

借入金が減少 
その分自己資本が増加する 実行額が税務上 

損金算入できる 
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  ・全社的に約30名の配置転換を行い、収益性の高いアフターマーケットの 
   拡販を行う 
  ・特殊鋼鋼材事業は、ばね事業との連携で北米へ拡販している 

Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 改善策 

（１）コスト削減 
   
  特殊鋼鋼材事業 
    三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱は、以下のことを行う    
    ・一時帰休の実施 
    ・三菱製鋼㈱本社へ約10名の配置転換を行う 
    ・365日平準稼働化し、安定的な溶銑の受け入れをする 

  素形材事業 
    広田製作所は、以下のことを行う 
    ・夜勤者を削減し、他事業部へ約10名の配置転換を行う 
    ・内製化拡充により、外注費を削減する 
  

  

（２）拡販活動 
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経営指標・財務状況 

  
14/3期 15/3期 16/3期 

通期 通期 通期予想 

ROS （％） 4.3 4.2 3.5 

ROE ※ （％） 6.3 6.2 5.4 

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ （億円） 30 △14 15 

配当 (円） 5.0 6.0 6.0 

配当性向 （％） 22.8 26.1 28.8 

総資産 （億円） 1,151 1,234 1,155 

純資産 （億円） 597 658 641 

有利子負債 （億円） 195 187 170 

自己資本比率 （％） 47.0 48.5 50.3 

Ⅲ.2016年３月期通期業績予想 

※ROEは、第２四半期末の純資産を基に予想数値を算出しています。 
  総資産、純資産、有利子負債、自己資本比率は、第２四半期末時点の数値です。 
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（億円） 
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Ⅳ.2016年３月期の取り組み 

Ⅰ.ご挨拶 

Ⅱ.2016年３月期 第２四半期実績 

Ⅲ.2016年３月期 通期業績予想 

Ⅳ. 2016年３月期の取り組み 

Ⅴ.参考資料 
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                         あ  す 

未来に応える三菱製鋼 

国内基盤の強化 
 1.マザー工場としての基盤固め 
 2.国内の研究体制の強化 
 3.ユーザーニーズの変化への対応 

海外展開の加速   
 1.進出先の基盤強化 
 2.さらなる展開 

４事業のシナジー追求   鋼材⇔ばね⇔素形材⇔機器 

人材の育成・活用 
 1.グローバル化に対応できる人材の育成 
 2.女性活用の推進 

今後の三菱製鋼グループの針路 Ⅳ.2016年３月期の取り組み 

実行基盤の強化 
 １．シナジー強化のための仕組み作り 
 ２．技術開発体制の再構築 
 ３．コーポレートガバナンス・コードの実行 

プこれらのテーマを推進するための・・・ 
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Ⅳ.2016年３月期の取り組み 実行基盤の強化  

目   的：事業部間連携、企画機能の強化 

開   始： 2015年１2月～ 

活動内容：業務プロセス、組織構造の最適化 

１．シナジー強化のための仕組み作り 
・企業施策を実行するための仕組み作りプロジェクト   

 →経営管理、営業企画、生産企画、人事企画の４つのチーム 

 →機能面の現状把握 － 課題解消に向けた打ち手の整理 － 変革プランの具体化 

経営管理 

生産企画 

営業企画 

人事企画 



経
営
支
援
部
門 

シナジー（横串）強化プロジェクト 



鋼
材 



ば
ね 



素
形
材 



機
器
装
置 



24 

事業部への開発機能分散 

Ⅳ.2016年３月期の取り組み 実行基盤の強化  

２．技術開発センターの再設置 

   千葉県市原市  

     当社千葉製作所敷地内 

     2016年４月より運営開始 

ば
ね 

各事業部内に分割設置 

横串機能（企画機能） 

技術開発センター 

機
器
装
置 

素
形
材 

ば
ね 

鋼
材 

事業部から独立。横串機
能（企画機能）との連携 

・各事業部毎に分散していた研究開発機能を集約し、本社企画機能と連携 

 →事業間シナジーを創出し、企業戦略に沿った開発の推進 

 →中長期的な成長を担う研究開発課題（基礎研究など）の取り組みを強化 

４事業の材料開発を優先に行うが、営業企画と連携した商品開発やＩoT等の先端生産技術開発も行う 

本社 本社 

千葉製作所 鋼
材 

機
器
装
置 

素
形
材 

開
発 

開
発 

開
発 

開
発 

新技術開発センター 
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Ⅳ.2016年３月期の取り組み 実行基盤の強化  

３．コーポレートガバナンス・コードの実行 

①ガバナンス委員会の設置 
 
 
②IR活動の強化 
 

 
 

・当社はコーポレートガバナンス・コードの各原則を全て実施します 

事業活動における「攻め」につながる重点項目に注力 

・独立社外取締役の知見を経営に活かす 
  ための仕組み 
 

・IR担当役員の指定 （飯塚取締役） 
 →工場見学会の実施 
   （三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱ を予定） 
 

・変動報酬（業績連動）の設定 
 
・当面は約20億円の売却を計画 
 

 
 
 

 
③インセンティブ報酬の導入検討  
 
④政策保有株式の売却検討 
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                         あ  す 

未来に応える三菱製鋼 

国内基盤の強化 
 1.マザー工場としての基盤固め 
 2.国内の研究体制の強化 
 3.ユーザーニーズの変化への対応 

海外展開の加速   
 1.進出先の基盤強化 
 2.さらなる展開 

４事業のシナジー追求   鋼材⇔ばね⇔素形材⇔機器 

人材の育成・活用 
 1.グローバル化に対応できる人材の育成 
 2.女性活用の推進 

今後の三菱製鋼グループの針路 Ⅳ.2016年３月期の取り組み 

実行基盤の強化 
 １．シナジー強化のための仕組み作り 
 ２．技術開発体制の再構築 
 ３．コーポレートガバナンス・コードの実行 

プこれらのテーマを推進するための・・・ 
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Ⅳ.2016年３月期の取り組み ４事業のシナジー追求 

 
鋼材⇔ばね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 

三菱製鋼 
室蘭特殊鋼㈱ 

インド・バジャ 
（鋼材技術支援） 

ＩＳＰ 
（ばね技術支援） 

製鋼 圧延 板ばね生産 
販売 

JATIM社 
（鋼材技術支援） 

ＩＳＰ 
（ばね技術支援） 

 
日本 

 
タイ 

（2015年４月～販売開始） 
インド 

（2015年12月～） 
 

新規拡販 
 

製鋼・圧延 板ばね生産 

R社 北米ばね 

製鋼・圧延 

R社 

 
C社 

（鋼材技術支援） 
 

 
C社 

（鋼材技術支援） 
 

三菱製鋼 
室蘭特殊鋼㈱ 

製鋼 

圧延 

北米ばね 

圧延 

現在 

今後 

現在 

  →北米における自動車用巻ばね材のマルチソース化の技術支援 

  →板ばねのさらなる拡販 JATIM圧延材によるコストダウン 

C社 
（鋼材技術支援） 

製鋼 

今後 
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Ⅳ.2016年３月期の取り組み ４事業のシナジー追求 

     
機器⇔鋼材 
  →三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱のリフレッシュ工事に 
     おいて、三菱長崎機工㈱製作の大型設備及び 
     制御装置の導入 
 
ばね⇔素形材 
  →海外拠点での相互製品販売 
   ・ばね事業は、コスト競争力のあるインドネシア製の板ばねを 
     素形材事業の拠点を利用し、タイで販売 
   ・素形材事業は、日本製の特殊合金粉末をばね事業の拠点を利用し、インドで販売 
 
機器⇔ばね 
  →ばね事業は、今後の海外展開における生産設備について三菱長崎機工㈱と検討中 
    
機器⇔素形材 
  →素形材事業は、特殊溶解材の熱処理と機械加工工程を三菱長崎機工㈱へ委託 
 
鋼材⇔素形材 
  →鋼材事業は、小ロット品の溶解工程を広田製作所に委託 
 

鋼材運搬用トング（4月納入） 180ton受鋼台車（5月納入） 
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Ⅳ.2016年３月期の取り組み 人材の育成・活用（グローバル人材・女性活躍について） 

 
女性初の海外駐在員を派遣 
 入社５年目の女性社員をインドの駐在員として派遣 
 業務内容は、会社設立から始まり工場建設、営業活動までを行っている   
 なお、日本人駐在員は社長と本人の２名のみである  
 
 
グローバル人材育成 
 ・グローバルで活躍できる即戦力の育成として、海外の大学へ語学留学生の派遣を開始  
 ・若手海外研修制度の充実 
  語学（英語・中国語・タイ語・インドネシア語など）及び現地文化等の習得を目的に2009年 
  から2014年までの５年間で約30名（対象者の約３割）を派遣 
 ・海外赴任前研修の充実 
 ・英語力向上施策 Eラーニング開講 
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まとめ 

<現状認識> 
・建設機械業界の低迷はしばらく継続するもいずれは回復 
・自動車業界は北米市場のみ好調を持続 

<足元の対策> 
・緊急コスト改善（労務費削減他、費用削減、配置転換など） 
・財務対応（北米事業のDES実行） 
・コーポレートガバナンス・コードの実行（株式売却） 
  

<中長期ビジョン> 
10年後を見据えた戦略とやるべき施策の実行、必要な投資の実施    
 
 
 
 
 
 

・鋼材事業 ⇒ 室蘭リフレッシュ＋生産性・品質改善、インドネシア進出の完遂 
・ばね事業 ⇒ さらなるグローバル展開、北米での事業拡大    
・次の柱となるビジネスの創出  ⇒シナジー（横串）強化PJ、技術開発センター 

三菱製鋼株式会社中期経営計画   
                                       → 次回決算説明会で発表予定 

Ⅳ.2016年３月期の取り組み 

最終利益の確保 
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Ⅴ.参考資料 

Ⅰ.ご挨拶 

Ⅱ.2016年３月期 第２四半期実績 

Ⅲ.2016年３月期 通期業績予想 

Ⅳ. 2016年３月期の取り組み 

Ⅴ.参考資料 
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三菱製鋼グループ概要 
Ⅴ.参考資料 

国内生産拠点 

 

海外生産拠点 

三菱製鋼株式会社 

東京都中央区晴海 

99億24百万円 

1,187億円（連結）（2015年3月期） 

3,606人（連結） 762人（単独）（2015年3月末現在） 

北海道室蘭市、千葉県市原市、福島県会津若松市、 

長崎県長崎市 

カナダ、アメリカ、中国、フィリピン、タイ、インド、 

インドネシア 

会社概要 

本社（晴海パークビル） 

沿 革 

会 社 名 

本 社 

従 業 員 

資 本 金 

売 上 高 
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事業概況① 
Ⅴ.参考資料 

 「特殊鋼をつくり、加工する会社」として、特殊鋼鋼材、ばね、素形材、機器装置の４つの
事業を柱に事業活動を行っている 

近年グローバル展開により海外売上比率が高くなっている 

事業別売上比率 生産拠点別売上高比率 
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Ⅴ.参考資料 
事業概況②  

特殊鋼鋼材事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【トピックス】 
 設備リフレッシュ工事として３年間（2015年度～2017年度）で約50億円の設備投資を実行中 
    → 生産性・品質向上を図る追加投資を検討中（約20億円） 
 
 インドネシア PT.JATIM TAMAN STEEL MFG.（2014年８月より資本参加） 
   → 平鋼・丸鋼を１ラインで製造する圧延工場は順調に建設中（2016年春稼働予定） 
     日系自動２輪、自動車、建設機械、農業機械各メーカー、現地鋼材商社への拡販を 
     強化するためジャカルタ事務所開設予定（2016年２月～） 

製品 機械構造用炭素鋼、合金鋼、ばね鋼、工具鋼、非調質鋼、快削鋼、軸受鋼 他 

生産拠点 
国内 三菱製鋼室蘭特殊鋼株式会社 

海外 インドネシア （2016年より操業予定） 

売上高 505億円（15/３期） 

生産量 43万トン/年（15/３期） 

主な最終用途 建設機械、自動車、産業機械、工作機械 他 

特長 
高炉溶銑を主原料とした特殊鋼を生産 
豊富な製品サイズレンジ（丸鋼：φ19～φ350、角鋼：60～350ｍｍ） 
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Ⅴ.参考資料 
事業概況③ 

ばね事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【トピックス】 
 グローバルで競争力をつけるためマザー工場（千葉）の基盤を強化（コスト・品質・技術開発力等） 
  → 鋼材事業部との連携によって、ばねのさらなる軽量化を可能にするばね材を開発中 
  → 初期投資を抑えるために、自動車用巻ばねコンパクト生産ラインに加えスタビライザーコンパクト 
    生産ラインの海外工場展開を検討中 
 インドに建設機械用太巻ばね、自動車用巻ばねの合弁会社設立（2014年４月） 
   → 建設機械用太巻ばね 
     工場を建設中、2016年10月より量産開始  
   → 自動車用巻ばね・スタビライザー 
     インド北部へ新工場建設中、2016年４月に量産開始 

製品 
自動車懸架用ばね・建設機械用ばね、精密ばね、情報通信機器用部品（機構部
品等）、自動車補給部品 他 

生産拠点 
国内 千葉製作所 

海外 カナダ、アメリカ、中国、インド、フィリピン 

売上高 501億円（15/３期） 

主な最終用途 自動車、建設機械、情報通信機器 他 

特長 
素材から製品まで一貫生産、 精密ばねから超大型ばねまで豊富な品揃え 
建設機械用太巻ばね世界トップシェア 



36 

Ⅴ.参考資料 
事業概況④ 

素形材事業 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【トピックス】 
 精密鋳造品の拡大     
   → 2015年３月タービンホイールを新工場で生産開始 
      2015年度売上計画  約  11万個     約１億円 
      2016年度売上計画  約 120万個    約５億円 
 
 粉末事業の拡大 
   → 軟質磁性材粉末の開発及び拡販 
      2015年度売上計画  約 46ton    約１億円 
       2016年度売上計画  約 400ton     約４億円 
   →ガスアトマイズ粉末を量産化に向け開発中 

製品 
耐磨耗鋳鋼品、特殊合金粉末、特殊溶解材、 
精密鋳造品、精密機械加工品、鋳造磁石 他 

生産拠点 
国内 広田製作所 

海外 タイ 

売上高 104億円（15/３期） 

主な最終用途 自動車、建設機械、産業機械 他 

特長 鋳造を中心とした加工技術で幅広い分野に使用される素形材製品を製造 
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Ⅴ.参考資料 
事業概況⑤ 

機器装置事業 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
【トピックス】 
 鍛圧機械、環境装置を軸に国内外で販売強化 
  →鍛圧機械 
    ・リングミル用ワーク自動搬入マニプレータをお客様へ納入開始 
    ・鍛造設備をラインパッケージで提供可能 
 
  →環境装置（下水汚泥処理プラント「メタサウルス」） 
    ・長崎市の東部下水処理場に設置したメタサウルスの維持管理業務を継続中 
    ・メタサウルスで減量化された汚泥残滓の肥料登録が完了（農林水産省）2015年６月 
    ・アメリカでのプレゼンテーション実施 
 
 

製品 鍛圧機械、鉄構品、一般産業機械及びプラント、環境装置 他 

生産拠点 
国内 三菱長崎機工株式会社 

海外 （販売会社：上海菱鍛機械有限公司） 

売上高 93億円（15/３期） 

主な最終用途 産業機械 他 

特長 鍛圧機械の国内トップメーカーとしての技術をベースに幅広い製品へ展開 
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生産拠点 

国内 

MSM CEBU,INC. 

MSSC CANADA INC. 

MSSC US INC. MSM (THAILAND) CO.,LTD. 

海外 

寧波菱鋼弾簧有限公司 
ばね事業 

MSM SPRING INDIA PVT.LTD. PT.JATIM TAMAN STEEL MFG. 

千葉製作所 
（千葉県市原市） 

広田製作所 
（福島県会津若松市） 

三菱長崎機工㈱ 
（長崎県長崎市） 

三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱ 
（北海道室蘭市） 

特殊鋼鋼材事業 素形材事業 機器装置事業 ばね事業 

素形材事業 ばね事業 ばね事業 特殊鋼鋼材事業 ばね事業 

ばね事業 

Ⅴ.参考資料 

ばね事業 

Stumpp Schuele & Somappa  
Auto Suspension Systems Pvt．Ltd. 



＜将来見通しに関する注意事項＞ 
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保障を与
えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある
点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データ
に基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の
皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。 
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